
◇令和８年度 職員紹介◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この他に、ALTのアリス先生、スクールカウンセラーの廣瀬真紀先生、相談員の小栁朋美先生が勤務されます。 

 

 

 

令和８年度は、このメンバーで加茂中学校の教育を推進していきます。 
よろしくお願いします！ 

＜２年部＞ 
佐藤憲昭 植村明生 
永井洋美 登石真子 

＜１年部＞ 
近藤正行 前田健太郎 多川優 熊木大典 

＜特別支援部＞   吉野雄一 小柳光輝 坂井裕之  
栗山由紀子 平沼智美 長谷川友美 岩井由佳 古田広美 

 

＜４年部＞ ＜３年部＞ 
新井修示  山本晴久 
飯野奈由美 内山由紀 



加茂中だより 
 

 

令和８年４月２０日 

４月号 

〇入学式を行いました 

４月８日（水）、５５名の新入生が真新しい制服に身を包み、緊張した面持ちで加茂中学校に入学しました。
全校生徒１７７名となり、開校８０年目となる令和８年度が本格的にスタートしました。 

○式辞 校長 松木 満 

優しく頬をなでていく温かい風、美しくひらき始めた桜の花―この
「青春の丘」にも希望ふくらむ春がやってきました。この良き日に、
加茂市立加茂中学校 令和八年度入学式を挙行できますことを大変
うれしく思います。 
本日は、日頃よりお世話になっております、多くの地域の方々のご

臨席を賜り、心から感謝申し上げます。 
さて、五十五名の新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。

私たち職員も、二・三年生の先輩たちも、皆さんの入学を心から歓迎
いたします。皆さんは今日、どんな気持ちでこの丘を登って来ましたか。これから始まる、中学校生活への
期待と不安を抱き、緊張していることと思います。そう、新しい一歩を踏み出すときはだれでも同じです。
皆さんは今、中学生となり、人生の階段をまた一つ確実に上がりました。立派に成長してきた皆さんは輝い
ています。どうか、今の緊張感を大切にしながらも、自信をもって前に進んでください。 
同時に皆さんが果たすべき「責任」の重さも受け止めてください。では、その「責任」とは何か。一つ目

は「自分を大切にする責任」です。皆さんはこの世にただ一人のかけがえのない存在です。自分の可能性を
追い求め、精一杯努力し、挑戦すること、「私はこうなりたい、できるんだ！」という思いを強くもち、自
分を磨き、鍛えていってほしいと思います。二つ目は「仲間を大切にする責任」です。周りにいる仲間は、
一人一人があなたとともに歩んでくれる尊い存在です。お互いを思いやり、認め合い、高め合うこと、困っ
ている仲間に「どうしたの」という優しい言葉、助けてくれた仲間に「ありがとう」という感謝の言葉、が
んばっている仲間に「すごいね」という賞賛の言葉。自分がみんなを、みんなが自分を、笑顔に、前向きに
する、そんな関係をつくっていってください。三つ目は、「家族・地域を大切にする責任」です。家族や地
域の方々は、これまでも、これからも皆さんの身近で、皆さんを愛し、支えてくれる温かい存在です。皆さ
んが元気に活躍し、若い力を輝かせることで、家族や地域は明るくなります。「がんばります。応援してく
ださい！」この心意気を忘れずに、自分たちにできること、やるべきことを、一つ一つ積み重ね、家族・地
域の輝きを大きくしていきましょう。 
さあ、皆さん、優しく頼もしい二・三年生の先輩たちとともに、「自信」と「責任」を胸に、今日から加

茂中学校の生徒として、素晴らしい時間を創り上げていきましょう。日々の授業や部活動、生徒会活動、全
校生徒が情熱を燃やし、さわやかな汗と涙を流す体育祭や合唱コンクール。何気ない普段の登下校や給食・
清掃活動、休み時間。地域に出て将来の学び方・生き方を考える活動、新潟経営大学の皆様のご協力を得て
行う「学問の道」活動、ＫＡＭＯ坂２１の演舞の披露などの地域貢献活動。こうしたあらゆる活動の中に皆
さんが実践力を発揮し、その「責任」を果たすチャンスはたくさんあります。時にはうまくいかず、傷つき、
悩むこともあるかもしれません。けれども、それは一生懸命生きている証ですから、臆せずに、遠慮なく相
談し、一緒により良い道を切り開いていきましょう。そうやって前進し続ける皆さんを、加茂中学校に集う
私たちが、全力で応援していきます。 
保護者の皆様、お子様のご入学、誠におめでとうございます。心からお祝い申し上げます。本日より、皆

様方とともに私たちも、かけがえのない宝である子どもたちを大切に育んでまいります。誠心誠意、全力を
尽くしてまいりますので、どうか子どもたちの健やかな成長のために、温かいご理解とご協力をお願い申し
上げます。 
結びに、本日ご臨席のご来賓の皆様には、今後とも温かいお力添えを賜りますようお願い申し上げますと

ともに、五十五名の新入生がさらに大きく輝いていくことを祈念し、式辞といたします。 

○祝辞 PTA会長 ■■ ■■ 

新入生の皆さん、加茂中学校へのご入学おめでとうございます。いよいよ
今日から中学生、新しい一歩を踏み出すときは、期待と不安でワクワクドキ
ドキするものです。大切なのは、そのワクワクする気持ちを忘れずにいるこ
と。中学校の３年間は、人生の中で大きく成長できる、皆さんの可能性がど
んどん広がる素敵な時間です。加茂中学校のＰＴＡだよりの名前は「かがや
き」です。自分を輝かせるための３つのプロセスをお伝えします。それは「ヒ
ラメキ、トキメキ、キラメキ」です。これは、スティーブ・ジョブズ氏から

回覧 



日本市場を託されアップルの日本法人代表取締役に就任した前刀禎明さんの言葉です。 
皆さんが中学校生活の中で新しいものに出会ったり、何か自分の好きなものに出会ったりすると、あっこ

れいいかも！と心がヒラメキます。心が動くと、そこから想像が広がり夢が膨らみトキメキます。何かした
い、次はこうしたい、あれはどうだろうとその気持ちが次から次へと広がって連鎖します。そして良いアイ
ディアが生まれたり新しい挑戦する気持ちが芽生えたりします。その次はこうしたいを実行に移してみて
ください。行動してみてください。それによってあなた自身がきらめいていきます。自分の中の「ヒラメキ、
トキメキ、キラメキ」を大切にしてください。あなたには無限の可能性があります。３年間はあっという間
に過ぎていくでしょう。だからこそ、新しい友だち、面白い授業、部活動や学校行事、これらをワクワクし
ながら経験して、自分でも驚くような新しい自分の可能性に出会ってください。ひらめいて、ときめいて、
きらめいた皆さんにとって、加茂中学校での日々が輝く宝物になることを願っています。 
改めまして、保護者の皆様、本日はお子様のご入学、誠におめでとうございます。皆様にとっても今日は

特別な日、お子様が新たな一歩を踏み出す姿は、誇らしくもあり、同時に少し心配も感じられることと思い
ます。私たちＰＴＡは、子どもたちが安心して学校生活を送れるように、そして保護者の皆様が気軽に学校
と関われるように、さまざまな活動をとおして、皆様と一緒に子供たちの成長を見守り、支え合い、共に豊
かな中学校生活を築いてまいります。何卒ご理解ご協力をお願いいたします。 

 

○歓迎の言葉 生徒会長 ■■ ■■ さん 

皆さんは、これから始まる中学校生活にどのようなイメージを持ってい
るでしょうか？中学校の学習は、小学校よりも学習内容が多くなります。
担任の先生がすべての教科を教えるのではなく、教科担当の先生が専門的
にわかりやすく教えてくれます。年三回の定期テストに加えて、単元テス
トもあります。日頃から授業には主体的にしっかり取り組み、分からない
ことがあれば積極的に先生に質問をして、学びを深めていけば必ずその成
果はあらわれます。向上心をもって、日々努力していきましょう。 
また、加茂中学校には、全校生徒が中心となり、創り上げていく活動が

たくさんあります。二大行事である体育祭と合唱コンクールは、学年の垣根を越えて、多くの場面でコミュ
ニケーションを取り合うことで、絆を深めることができます。仲間と共に一生懸命に取り組んだ分、たくさ
んの感動が待っています。一生の思い出に残る、感動いっぱいの行事を全校生徒で創り上げていきましょ
う。さらに、加茂中学校は地域とのつながりをとても大事にしています。中でも、全校生徒が所属する地域
貢献部では、青海神社の春季例大祭の御神幸行列や加茂山一斉清掃、加茂川一斉清掃などに積極的に参加し
ています。他に加茂中学校には「KAMO坂 21」という加茂松坂と加茂中の校歌をかけ合わせた踊りがありま
す。「KAMO坂 21」は体育の授業で習うので、全校生徒が踊ることができます。これは、加茂川夏祭りや石川
小学校のいずみっ子フェス、新潟総踊りなどの地域のイベントで披露しています。見たことがある人もいる
のではないでしょうか。このように加茂中学校は地域とのつながりを強く、深くしています。 
中学校生活の三年間は長いようでとても短いです。何もしないまま過ごしているとあっという間にその

三年間は過ぎ去っていきます。もちろん勉強は大切です。ですが、中学生でしかできないことをたくさん経
験してください。なんでも打ち明けられる仲間を作るも良し。部活動に本気で取り組み仲間と切磋琢磨し合
うも良し。とにかくいろいろなことに挑戦して経験を積んでください。そして、毎日毎日をみなさんの「青
春の一ページ」としていってください。それはきっと楽しいものばかりではないと思います。困難なことが
待っていたとしても、それも素敵な青春の一ページになるはずです。もし、心配なことがあったり、困った
ことがあったりしたらぜひ私たち先輩を頼ってください。皆さんの力になれるようにがんばります。皆さん
の中学校生活が充実して、最高の思い出となることを願って、歓迎の言葉といたします。 

○誓いの言葉 新入生代表 ■■ ■■ さん 

私たち新入生一同は、本日、伝統ある加茂中学校に入学します。 
まだ着なれない制服に身を包み、これから始まる中学校生活に、期待と

少しの不安を感じていますが、新しい仲間とともに支え合いながら、一歩
ずつ成長していきたいと思います。 
私は幼いころから柔道を習っています。柔道には「自他共栄」という言

葉があります。これは、自分一人で強くなるのではなく、相手がいるから
こそ、お互いを高め合い、ともに成長していくという意味です。 
これからの学校生活でも、その精神のもと、仲間と助け合いながら、勉強や部活動、学校行事など、さま

ざまなことに挑戦していきたいと思います。 
そして、先生方や家族への感謝の気持ち、周りの人への思いやりの心をもちながら、充実した日々を送り

たいと思います。 
これからの３年間、仲間とともに助け合い、責任と自覚をもった行動をこころがけ、日々成長していくこ

とをここに誓います。これから、どうぞよろしくお願いいたします。 



     

〇分団集会を実施しました 

 加茂中学校では、今年度も地域行事や活動を通して、地域の一員としての自覚をもち、加茂（ふるさと）へ

の愛着と誇りを育てることをねらい、かがやき活動を行います。 

 ４月２２日、各地区の自治会長様、ＰＴＡ地域評議員の皆様と共に、分団集会を行いました。この会は、今

年度、各地域で行う「かがやき活動」を推進する自治会長様との顔合わせと、今年度の活動内容を確認するこ

とを目的としています。地域によって活動は様々ですが、６月の加茂川清掃、地域行事に対する中学生の参画、

神社や公民館の清掃といった活動が行われます。中学生の皆さんは、参加することを通して、地域に対する愛

情や人と人とのつながりを育ててほしいと願っています。また、今年度は、来年度の閉校に向けて地域の行事

に生徒も積極的に参加していきます。地域の皆様、今年度も生徒のためによろしくお願いいたします。 

◇５月の予定◇ 

５月２日 （土） ＧＷ（６日まで） ５月１９日 （火） １年認知症サポーター養成講座 

７日 （木） 耳鼻科検診１、３年 ２１日 （木） 青海神社春季例大祭 

８日 （金） 教育相談週間（14日まで） ２２日 （金） 生徒総会 

１１日 （月） 春季例大祭打ち合わせ ２６日 （火） 第 1 回学校サポート委員会・第 1回 KCA 

１４日 （木） 80周年実行委員会 ２７日 （水） 避難訓練 

１５日 （金） 生徒会朝会 ２８日 （木） 学習ワークショップ 

１８日 （月） 心臓検診（１年生） ２９日 （金） 全校朝会、加茂市内１年オンライン講演会 

 ＊すこやかウィークを２４日～２９日まで実施します。 

〇学校ＨＰの「新着情報」「学校日記」をご覧ください 
日々の様子をＨＰで紹介しています。また、月歴・給食だよりなどを掲載しています。どうぞご覧くださ

い。 

https://www15.schoolweb.ne.jp/swas/index.php?id=1520023 

 

 

 

QRコードからもどうぞ！ 


